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■ 平坦地、山間地とも８月１７日頃から収穫開始期に ■ 

 

出穂期からの積算温度：ハナ８６０℃目安 ８月１１日現在 

 

 

 

 

 

 

 
登熟状況調査結果：８月１２日 １６時現在 

体 系 調査地点 移植・播種日 出穂日 
青籾残存率

（％） 

籾水分

（％） 
収穫開始期予測 

移 植 

（平坦地） 

大虫本町 ５月 １日 ７月１６日 ３６．９ ２７．９ ８月１９日～２３日 

白崎町 ５月 ４日 ７月１８日 ４６．５ ２８．０ ８月１９日～２３日 

南小山町 ５月 １日 ７月１５日 ２７．７ ２６．８ ８月１７日～２１日 

直 播 真柄町 ４月２９日 ７月２１日 ５０．９ ２９．０ ８月２１日～２５日 

移 植 

（山間地） 

安養寺町 ５月 ４日 ７月１６日 ２０．４ ２６．６ ８月１７日～２１日 

湯 尾 ５月 ６日 ７月１８日 ３３．３ ２７．２ ８月１８日～２２日 

ハナ刈取適期幅 籾水分２５％到達時より４～５日間として 

 
留 意 点 

出穂期からの積算温度では週明けより収穫時期を迎えますが、遠

目にみた圃場の色と籾水分は合致しておらず、特に水分が豊富な水口

側の葉色は濃くなっており、水尻側へ行くほど葉色が淡く、籾水分も

低くなっています。① 早期落水したと思われる圃場ほど成熟が早い 

今後の天候にもよりますが、過去の高温年をみると、ハナエチゼンでは出穂後３８日頃か

ら胴割れ粒の発生率が徐々に高まる傾向がある為、出穂時期がわかれば、その点にも留意し

て刈取り日を設定してください。② 籾水分が 25％を下回ると徐々に胴割れ率が高まるので注意 

自分の圃場の出穂時期が分からない場合、青籾残存率と籾水分で収穫開始期を判断してく

ださい。③ 直近には青籾残存率 10～15％＝籾水分 25％で収穫開始期の判断が可能 

山間地の籾水分調査では平坦地と同様１８日頃からの収穫開始期になると思われますが、

実際は青籾残存率や籾水分をみて、総合的に判断してください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

出穂月日 
積算温度（℃） 

平坦地 山間地 

７月１４日 ７８２.０ ７１８.９ 

７月１６日 ７３４.０ ６７４.２ 

７月１８日 ６８２.６ ６２５.７ 

７月２０日 ６３１.９ ５７９.０ 
大虫本町圃場の籾水分 
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安養寺町圃場の葉色 

週
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水口側は登熟盛期 

山間地湯尾圃場（水口） 


